
様式６          会 議 録 

 

会議の名称 所沢市立松井小学校 第２回学校運営協議会 

開催日時  令和５年１０月１９日 

（開会） １０：００  （閉会） １２：１０ 

開催場所 松井小学校 多目的室 

出席者氏名

（委員） 

（校長も含め記載） 

１２人 出席 

欠席者氏名

（委員） 

なし 

 

傍聴者  ０名 

議題 （１）前回会議後の取組と今後の方向性（あいさつ・不登校支援） 

（２）令和６年度当初人事に向けて 

（３）学校の諸課題について ※進行により議題３と４の順序を入替 

（４）開校１５０周年記念に向けて② 

（５）その他 
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議 

 

等 

 

要 
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協議結果 意見の概要 

（１）前回会議後の取組と今後の

方向性 

①あいさつ：標語の作成。カード

の配付等で啓発していく。 

②不登校支援：地域住民が気軽に

学校を支援する「ふらっとサポ

ーター」の仕組みを整えるため

に、地域説明会を２学期中に開

催する。その際、各委員から地

域に情報を発信し、参加者を募

る。 

①あいさつ 

・大人も子どもも意識できる標語を作成し、

イベントやカードとして啓発していく。 

・標語の内容に係る意見交換 

②不登校支援 

・夏休みの不登校支援研修では、地域住民を

はじめ様々な立場の方が参加され、盛況で

あった。 

・「ふらっとサポーター」の募集に際し、具体

的な活動内容を明確にし、地域に周知する

説明会を開催していくと良い。 

・説明会実施時には、各委員の立場から地域

へ情報を発信し、参加者を募っていく。 

・不登校支援に当たる際は、学校が個別の支

援計画を立て、サポーターの協力を得る体

制を整える必要がある。 

（２）令和６年度当初人事に向け

て 

・話合い後の各委員の個別意見を

まとめ、市教委への意見書を作

・150周年を迎える次年度は、地域と連携・協

働する機会が増えるので、地域とともにあ

る教員が増えることを望む。 

・松井小の学力状況が県や市の平均を下回っ



成する。 

 

ている現状を知り、児童に確かな学力を身

に付けさせる授業力は重要である。 

・学校は人材不足なので、教職員だけでな

く、支援員等を増やすことも必要である。 

 

 

 

 

 

 

（３）150周年記念に向けて② 

・150周年記念に向けた方向性の

検討 

・記念式典と学校行事を併催。 

（計画：Ｒ6.11.16） 

・簡易的な記念誌を作成する。 

・航空写真を撮影し、記念グッズ

を作成する。 

・令和６年度の学校行事等に「150 周年記念」

の冠名を付ける。 

・記念式典：児童も関われるような内容にした

い。 

・記念誌：130 周年と同様の形式か、近年の他

校のようにリーフレット形式でも良いので

はないか。 

・航空写真：時を経ても当時の記憶が蘇るきっ

かけになる。どのような物を作るかは今後検

討する。 

 

 

 

 

 

（４）学校の諸課題について 

・Ｒ６年度は、地域行事等の精選

として、児童館夏祭りとＰＴＡ

子どもフェスティバルを合同開

催する。 

・コロナ禍が一段落し、地域行事が復活する

中、団体の負担感が否めない。地域行事等

を精選していく必要がある。 

・地域行事等の精選については、第３回で、

さらに検討していく。 

配

付

資

料 

【資料１－１】松井小「大人の挨拶あいうえお」（案） 

【資料１－２】松井小サポーター・スキルアップ講座 報告 

【資料１－３】松井小“ふらっとサポーター”募集チラシ 

【 資 料 ２ 】保護者・地域アンケート結果（教職員に期待すること） 

【 資 料 ３ 】保護者・地域アンケート結果（学校(学区)のことで気づいた点） 

【資料４－１】開校１５０周年記念に向けて② 

【資料４－２】保護者・地域アンケート結果（150周年記念イベント） 

【 参 考 １ 】誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策「COCOLOプラン」 

【 参 考 ２ 】教職員の任用に関する意見書 

【 参 考 ３ 】保護者・地域アンケート（調査フォーム、結果一覧） 

【 参 考 ４ 】島根県益田市小学校長会による学校運営協議会に係る視察対応【報告】 

 


